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8月4日　夏休み親子見学会

川内原子力発電所と鶴田ダムで夏休み親子見学会を実施しました。
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原子力発電のしくみについて
原子力講座

　

電
気
の
ほ
と
ん
ど
は
、
発
電
機
を

回
す
こ
と
で
発
電
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
発
電
機
を
ど
う
や
っ
て
回
す

か
に
よ
っ
て
、
発
電
の
種
類
が
分
け

ら
れ
ま
す
。 

　

例
え
ば
、
水
力
発
電
は
水
の
流
れ

る
力
で
、
風
力
発
電
は
風
の
力
で
、

地
熱
発
電
は
地
下
の
マ
グ
マ
で
温
め

ら
れ
た
蒸
気
の
力
で
、
発
電
機
に
繋

が
っ
た
羽
根
車
を
回
し
て
発
電
し
て

い
ま
す
。 

　

川
内
原
子
力
発
電
所
は
、
１
号
機
、

２
号
機
と
も
に
「
加
圧
水
型
軽
水
炉

（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
原
子

力
発
電
所
で
す
。 

　

図
の
「
原
子
炉
圧
力
容
器
」
に
は

核
燃
料
が
装
填
さ
れ
て
い
て
、
発
電

所
の
運
転
時
に
は
制
御
棒
等
で
核
分

裂
反
応
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
１

次
系
と
よ
ば
れ
る
原
子
炉
格
納
容
器

内
を
満
た
し
て
い
る
濃
い
青
色
で
示

さ
れ
て
い
る
水
を
加
熱
し
て
い
ま
す
。 

　

１
次
系
の
水
は
、
加
圧
さ
れ
る
こ

と
で
、
運
転
時
に
は
3
０
０
度
以
上

の
温
度
で
も
沸
騰
す
る
こ
と
な
く
循

環
し
て
お
り
、「
蒸
気
発
生
器
」
で

２
次
系
と
よ
ば
れ
る
薄
い
水
色
で
示

さ
れ
て
い
る
水
に
熱
を
与
え
続
け
て

い
ま
す
。 

　

蒸
気
発
生
器
で
１
次
系
の
水
か
ら

熱
を
受
け
取
っ
た
２
次
系
の
水
は
沸

騰
し
て
蒸
気
に
な
り
、
タ
ー
ビ
ン
と

呼
ば
れ
る
発
電
機
に
繋
が
っ
た
羽
根

車
を
回
し
て
発
電
し
た
後
、「
復
水
器
」

に
て
、
緑
色
で
示
さ
れ
て
い
る
海
水

と
熱
を
交
換
し
て
水
に
戻
り
ま
す
。 

　

蒸
気
発
生
器
で
も
復
水
器
で
も
、

熱
は
金
属
管
を
通
し
て
交
換
し
て
い

る
た
め
、
１
次
系
、
２
次
系
、
海
水

は
混
ざ
り
合
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

そ
の
た
め
、
核
燃
料
に
触
れ
る
水

は
、
一
次
系
の
水
の
み
で
す
。 

加圧器
蒸気
発生器
蒸気
発生器

水

燃料

制御棒

原子炉
圧力容器

水

水

タービン

給水ポンプ
循環水
ポンプ

復水器

発電機

蒸気

放水路へ
冷却水（海水）

冷却材
ポンプ

発電機は、導線をらせん状に巻いた
コイルと、磁石で構成されています。

発電機を回して発電する仲間

原子炉格納容器

そ
も
そ
も
電
気
っ
て

ど
う
や
っ
て 

作
ら
れ
て
い
る
の
？ 

川
内
原
子
力
発
電
所
の

仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
？

　

火
力
発
電
は
燃
料
を
燃
や
し
て
、

原
子
力
発
電
は
ウ
ラ
ン
が
核
分
裂
す

る
と
き
の
高
い
熱
を
使
っ
て
、
水
を

温
め
て
発
生
さ
せ
た
蒸
気
の
力
で
発

電
機
を
回
し
て
発
電
し
て
い
ま
す
。 

　

太
陽
光
発
電
だ
け
は
発
電
機
を
回

さ
ず
、
半
導
体
と
い
う
物
質
に
光
を

浴
び
て
発
電
し
て
い
ま
す
。 

火力と原子力は人工的に 
蒸気を作り出して発電。

水力、風力、地熱は
自然の力で発電機を
回している。 

太陽光は、発電の
際に発電機を回さ
ない。 

水力

火力

原子力 太陽光

地熱

変圧器

風力
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電
気
の
ほ
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ど
は
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発
電
機
を

回
す
こ
と
で
発
電
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
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発
電
機
を
ど
う
や
っ
て
回
す

か
に
よ
っ
て
、
発
電
の
種
類
が
分
け

ら
れ
ま
す
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例
え
ば
、
水
力
発
電
は
水
の
流
れ

る
力
で
、
風
力
発
電
は
風
の
力
で
、

地
熱
発
電
は
地
下
の
マ
グ
マ
で
温
め

ら
れ
た
蒸
気
の
力
で
、
発
電
機
に
繋

が
っ
た
羽
根
車
を
回
し
て
発
電
し
て

い
ま
す
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原子炉内の核分裂イメージ

　

物
質
の
中
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
刺
激

で
別
の
物
質
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
、
不
安

定
な
物
質
が
あ
り
ま
す
。 

　

不
安
定
な
物
質
は
、
別
の
物
質
に
変
わ

る
際
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
熱
）
を
放
出
す
る

の
で
す
が
、
原
子
力
発
電
で
は
こ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
、
水
を
蒸
気
に
変
え
て

い
ま
す
。 

　

原
子
力
発
電
に
使
わ
れ
る
核
燃
料
の
原

料
に
は
、
不
安
定
な
物
質
と
し
て
、
ウ
ラ

ン
２
３
５
と
い
う
物
質
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　

ウ
ラ
ン
２
３
５
は
、
減
速
さ
れ
た
中
性

子
が
ぶ
つ
か
る
と「
核
分
裂
反
応
」と
呼
ば

れ
る
反
応
を
起
こ
し
、
熱
と
一
緒
に
中
性

子
と
放
射
線
を
放
出
し
な
が
ら
別
の
物
質

に
分
裂
し
ま
す
。
こ
の
核
分
裂
反
応
で
発

生
し
た
熱
で
、
水
を
沸
騰
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
に
新
た
に
発
生
し
た
中
性
子
が

別
の
ウ
ラ
ン
２
３
５
に
ぶ
つ
か
る
と
、
さ

ら
に
核
分
裂
反
応
が
起
こ
り
ま
す
。 

　

一
方
、
核
燃
料
に
は
ウ
ラ
ン
２
３
８
と

い
う
物
質
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
減
速
さ

れ
た
中
性
子
が
ぶ
つ
か
る
と
、
ウ
ラ
ン
２

３
５
と
異
な
っ
て
、
中
性
子
を
吸
収
し
て

別
の
物
質
に
変
化
し
ま
す
。 

　

こ
の
時
に
は
中
性
子
が
発
生
し
ま
せ
ん

の
で
、
新
た
に
核
分
裂
反
応
は
起
こ
り
ま

せ
ん
。 

　

原
子
力
発
電
で
は
、
核
分
裂
が
安
定
し

て
起
こ
る
よ
う
に
、
核
燃
料
中
の
ウ
ラ
ン

２
３
５
を
約
５
％
、
ウ
ラ
ン
２
３
８
の
割

合
を
約
９５
％
に
調
整
し
て
い
ま
す
。 

原
子
力
発
電
の
蒸
気
を
作
る

仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
？ 

減速された
中性子

減速された
中性子

ウラン 235

ウラン 235

中性子

ウラン 238 プルトニウム 239

熱が発生

放射線が発生

核分裂反応核分裂反応

川内原子力発電所１，２号機の定期検査が実施されました。定期検査の概要について
　川内原子力発電所は1号機が令和5年5月19日に第27回定期検査を、2号機が令和5年8月15日に第26
回定期検査を終了し、通常運転に復帰しました。 
　「定期検査」とは、いわば「発電所の定期健康診断」です。設備や機器を安全な状態に保ち、トラブルを
未然に防止し安全・安定運転を行うことを目的に、おおむね13か月に1回定期検査を実施しています。 

■定期検査を実施した設備 原子力発電所の定期検査の目的

発電所の
安全・安定運転

機能の維持 信頼性の向上

健全性の確認

●主要設備の運転性能や
　設定値などの確認
●分解点検や漏えい検査による
　設備の健全性の確認

（１）原子炉本体
（２）核燃料物質の取扱施設及び貯蔵施設
（３）原子炉冷却系統施設
（４）計測制御系統施設
（５）放射性廃棄物の廃棄施設
（６）放射線管理施設
（７）原子炉格納施設
（８）その他発電用原子炉の附属施設

■定期検査中に実施した主な工事
・　燃料集合体のうち、一部を新燃料に取り替え。

●消耗品などの定期的な交換
●劣化に対する処置
●異常の早期発見と処理

●他の発電所で発生した事故・
　故障の類似箇所の点検・処置
●最新技術を導入した
　設備・機器への取替

出典：日本原子力
　　　文化財団 

核分裂が
減る

核分裂が
連鎖する
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川内原子力発電所周辺
環境放射線調査結果
川内原子力発電所周辺
環境放射線調査結果

令和5年

１月～3月

【調査結果】◆1月～3月（月平均値）
・シンチレーション検出器（38地点）
　県第一測定局および九電測定局計13地点の結果
は、これまでの範囲内でした。また、平成25年度
から測定を開始した県の第四測定局25地点の結果
についても、先の13地点と同程度のレベルでした。

・電離箱検出器　（42地点）
　県第一および第二測定局計22地点の結果は、これ
までの範囲内でした。また、平成25年度から測定を
開始した県の第三測定局20地点の結果についても、
先の22地点と同程度のレベルでした。

1. 空間線量率

50 60 70 80 90 100
単位：ナノグレイ／時

22地点（県第一及び第二測定局）

20地点（県第三測定局）

モニタリングポスト・ステーション
48

57 80

94

20 30 40 50 60

13地点 （県第一測定局及び九電測定局）

＊１mGy（ミリグレイ）＝1,000μGy（マイクログレイ）＝1,000,000nGy（ナノグレイ）

25地点（県第四測定局）

モニタリングポスト・ステーション

単位：ナノグレイ／時

4545

2323 6060

●

隈之城局

●大川中局

湯田局

山門野局

高尾野小局
折多小局

鶴見局

西目小局

田代小局

鶴川内局

武本局

定之段局

柊野局

泊野局

田原局

祁答院中局

藺牟田小局

大山局

尾崎小局

吉川局
藤川局

宍野局 山田局

野下局

常盤局

上市来小局

郡局

住吉局

市来中局

昭和通局 川上小局

荒川小局
旭小局

市比野小局

南瀬局

樋脇小局

永利小局

天辰局

高来小局

青山局

●
唐山局

港局●

川内原子力発電所

久見崎局
●

●

網津局
陽成局

●
水引小局

●毎床局

●
下山局●

土川局
●羽島局

●上野局●
山ノ口局

寄田局●
■小平局

●湯島局
●高江局

山神田局
●

　●
河口大橋局

●船間島局
●

港体育館局

阿久根市

いちき串木野市

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

● ●

●

長里局

●里局

●
江石局

●鹿島局

●長浜小局

●手打小局

●境界北局

●境界東局

北門南局■

境界南局
●

正門西局
■

海側ポスト
●

川内原子力発電所

八重山局

出水市

さつま町

鹿児島市

日置市

●空間放射線量測定地点（73局）

＊シンチ：シンチレーション検出器、電離箱：電離箱検出器
＊第三、第四測定局は平成24年度設置

測定局・主体 設備（局数） シンチ 電離箱

第一測定局 県 ● モニタリングポスト（6） ○ ○
■ モニタリングステーション（1） ○ ○

第二測定局 県 ● モニタリングポスト（15） ○
第三測定局 県 ● モニタリングポスト（20） ○
第四測定局 県 ● モニタリングポスト（25） ○

九州電力 ● モニタリングポスト（4） ○
■ モニタリングステーション（2） ○

薩摩川内市

●空間放射線量率
　川内原子力発電所を中心に設置してあるモニタリングポストおよびモニタリン
グステーション73局で、空気中および大気中のガンマ線の線量率（1時間当たり
の放射線量）を連続測定しています。測定は、低線量率を測定するシンチレー
ション検出器と、高線量まで測定できる電離箱検出器によって行っています。
　測定値のほとんどは、自然界の放射線によるものです。

3921

過去の測定値範囲 今回の測定値範囲 過去の測定値範囲 今回の測定値範囲

92

放射線は直接、人間の五感で感じることができないため
発光現象や電離現象などを利用して検出します。

一

モ
メ
口

25

49

58 77

2020

53
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●調査結果：「空間放射線量および環境試料の放射能とも、これまでの調査結果と比較して同程度の
　レベルであり、異常は認められていない。」という結果でした。
＊評価基準：空間放射線量および環境試料の放射能については「過去の測定値範囲」との比較で行います。

【補足説明】
　今回は、海洋試料9試料、陸上試料33
試料の計42試料を調査しました。
　また、環境試料の放射能分析では、
人工の放射性物質であり環境における
蓄積や被ばくの観点から重要と考えら
れるセシウム-137、コバルト-60、スト
ロンチウム-90、ヨウ素-131について測
定しています。

【用語説明】　＊鹿児島県「川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書」などより
●セシウムー137（Cs）・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約30年、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。地上に
　　　　　　　　　　　　　あるほとんどは過去の原水爆実験で発生したものです。
●コバルトー60（Co）・・・原子炉の中で安定元素であるコバルトー59に放射線の一種である中性子が吸収されて生成する半減
　　　　　　　　　　　　　期約5年、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。
●ストロンチウムー90（Sr）・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約29年、ベータ線を出す放射性物質です。地上にあるほとん
　　　　　　　　　　　　　どは過去の原水爆実験で発生したものです。
●ヨウ素ー131（Ｉ）・・・・ウランなどの核分裂で生成する半減期約8日、ベータ線とガンマ線を出す放射性物質です。
●グレイ（Gｙ）・・・・・・・放射線が物質に当たるとき、その物質に吸収された放射線量を測るものさしが「グレイ」です。
●ベクレル（Bq）・・・・・・1秒間に1個の原子核が崩壊して放射線を出す物質の放射能の強度または放射性物質の量を1ベクレ
　　　　　　　　　　　　　ルといいます。

環境放射線監視情報携帯電話用  http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/i/data_top.cgi

携帯電話用
二次元
バーコード

環境放射線監視情報ホームページ　 http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/
空間放射線量の測定データは、リアルタイムでパソコンや携帯電話から閲覧可能となっています。

　この調査は、鹿児島県と九州電力㈱が、川内原子力発電所周辺の環境の保全と住民の健康を守るため、環境におけ
る原子力発電所に起因する放射線による公衆の線量が、年線量限度（１ミリシーベルト／年）を十分下回っていること
を確認するために実施しているものです。調査結果は、学識経験者で構成される「鹿児島県環境放射線モニタリング
技術委員会」の指導・助言を得て検討・評価を行い、3カ月ごとに公表されています。

●環境試料の放射能
　海水、牛乳などに含まれているベータ線やガンマ線を放出する放射性物質の濃度を測定しています。

【調査結果】◆1月～3月
　セシウム-137、ストロンチウム-90が
一部の試料で検出されましたが、これ
までの調査結果と同程度のレベルであ
り、異常は認められませんでした。

3. 環境試料の放射能

●空間積算線量（91日換算）
　空気中及び大地からのガンマ線が、3カ月間にどのくらいあるかを測定しています。
　＊測定施設：モニタリングポイント

【調査結果】◆1月～3月
　今回の範囲：「0.09～0.14」ミリグレイ
　過去の範囲：「0.09～0.17」ミリグレイ

【補足説明】
　49地点で調査しています。

単位：ミリグレイ

0.10

0.17

0.20

49地点

モニタリングポイント

0.140.14

過去の測定値範囲 今回の測定値範囲

2. 空間積算線量

0.090.09

＊上図は49地点全ての積算線量範囲です。

0.09

ND 0.1 0.2 1 5 15 100

畜産物
（牛 乳）

試料名

陸　水

陸　土

Cs-137

Co - 60

Sr - 90

  I -131

Cs-137

Co- 60

Sr - 90

I -131

Cs-137

Co- 60

Sr- 90

ND

ー

ー

ND

ND

ND

ND

ND

0.9,2.5

ND

核種名

Bq/ℓ

単　位 今回の
測定値

mBq/ℓ

Bq/kg乾土

調査結果（一部）

＊今回の測定値の欄の「ー」は調査計画により、今回は未実施
＊1Bｑ（ベクレル）=1000ｍBｑ　＊ND：検出限界値以下

ND
ND

ND
ND
ND
ND
ND
ND
ND
ND 13

11

0.31

ND 0.082
3.4

110

16

過去の測定値範囲 今回の測定値範囲

0.93～1.0
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東京電力（株）福島第一原子力発電所の
ALPS処理水の海洋放出について（トリチウムのこと） 

　令和5年8月24日に東京電力はALPS処理水の海洋放出を開始しました。 
　ALPS処理水とは、福島第一原子力発電所で発生した高濃度の放射性物質を含む汚染水を、多核種除去
設備（ALPS）で浄化処理をした水のことであり、トリチウムを除いた大部分の放射性物質が検出できる
限界値未満になるまで取り除いてあります。 
　ALPS処理水の海洋放出については、たびたび、処理水に含まれるトリチウムの健康影響に注目が集ま
りますが、トリチウムの性質と、トリチウムの放出管理について、確認してみましょう。 

○トリチウムは、水素の一種であり、化学的な性質は水素と同じ
　であり、水素と酸素でできた水分子（H2O）とともに、トリチ
　ウム分子（HTO/T2O）として、大気中の水蒸気、雨水、海
　水、水道水にも存在します。 
○原子核の構成が水素と異なるため放射線を放出し、約12年の半
　減期で減少しますが、水とトリチウムを含む水は同じ性質であ
　るため、トリチウムだけを取り除くのが相当困難なものです。 
○トリチウムは、ベータ線（β線）という放射線を出しますが、
　そのエネルギーは非常に弱く、服や皮膚を通過できません。ま
　た、トリチウムを体内に取り込んだ場合でも水と同様に自然と
　対外へ排出されるため、人体への影響はほとんどないと言われ
　ています。 
○自然界においても、宇宙線等により、年間約７京（1016ベクレ
　ル）のトリチウムが生成されており、自然界に存在するトリチ
　ウムの量は、約100～130京ベクレルとみられており、人体にも
　数十ベクレルのトリチウムが存在しています。 

○トリチウムの放出に当たっては、トリチウム濃
　度が一般公衆の健康を守るために法令で定めら
　れた濃度を十分に下回っていることを確認した
　うえで、放射線モニタにより監視しながら放出
　しています。 
○ALPS処理水の海洋放出に関して、液体に含ま
　れるトリチウムの放出濃度には基準があり、法
　令限度の60,000ベクレル/リットルを大きく下
　回る1,500ベクレル/リットルを放出基準値と
　して定めております。 
　　また、ALPS処理水は、年間トリチウム放出
　量は22兆ベクレルを下回る水準となるように
　定められております。 
○一方、川内原子力発電所の2022年度のトリチ
　ウム放出濃度は、１，２号機併せて、21ベク
　レル/リットルとなっております。なお、川内
　原子力発電所の2022年度のトリチウム放出量
　は、37兆ベクレルとなっております。 

トリチウムの性質

トリチウムの放出管理

陽子
水素

電子

陽子
中性子中性子

トリチウム
1個 1個
1個
0個

1個
2個

電子
中性子

韓国：古里［加圧水型炉×4基］ 約62兆※1（2016年）

約143兆※1（2016年）

約42兆※2（2002年）

約50兆※1（2002年）

韓国：月城［加圧重水型炉×4基］

中国：大亜湾［加圧水型炉×2基］

台湾：馬鞍山［加圧水型炉×2基］

60000

法令限度 飲料水限度 
WHO

ALPS 
放出基準

川内実績 
2022 

※川内原子力発電所の実績は、
　2022年度の3カ月平均の最大値。 
　８ページには2023年度の累積値が掲載されています。 

※１：液体トリチウムと気体トリチウムの合計 、 
※２：液体トリチウムのみ（気体トリチウム不明） 

※マイクロはミリの1000分の1

40000

20000 10，000

60，000

0

1，500 21

液体トリチウムの放出濃度  

【参考】近隣諸国　原子力発電所の年間トリチウム放出量  

（Bq/ℓ） 

（Bq） 

トリチウムは人体にも微量 
含まれています。 

トリチウムの持つエネルギ
ーはとても弱く、体に取り
込んだ場合の内部被ばくは
10,000ベクレルあたり0.19
マイクロシーベルト程度
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川
内
原
子
力
発
電
所
展
示
館
で
は
、
夏

休
み
の
自
由
研
究
に
繋
が
る
よ
う
な
体
験

学
習
と
し
て
、「
発
電
の
仕
組
み
」
や
「
発

電
に
利
用
さ
れ
る
自
然
の
力
」
に
つ
い
て
、

空
気
砲
な
ど
を
用
い
た
実
験
を
通
し
て
学

び
ま
し
た
。 

　

体
験
学
習
後
は
、
館
内
の
実
物
大
の
原

子
炉
模
型
な
ど
の
展
示
ブ
ー
ス
を
見
学

し
、
発
電
所
の
し
く
み
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。 

　

展
示
館
内
の
見
学
後
、
バ
ス
で
原
子

力
発
電
所
構
内
の
広
大
な
敷
地
内
を
、

ど
こ
に
ど
ん
な
設
備
が
あ
る
か
、
ガ
イ

ド
を
受
け
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。　

 

　

見
学
会
中
は
、
参
加
家
族
ご
と
に
放

射
線
簡
易
測
定
器
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、

手
元
の
数
値
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、

身
の
回
り
に
自
然
放
射
線
が
あ
る
こ
と

や
、
発
電
所
の
放
射
線
管
理
が
し
っ
か

り
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
ま

し
た
。 

　

原
子
力
発
電
所
を
見
学
し
た
後
は
、

バ
ス
で
鶴
田
ダ
ム
に
移
動
し
ま
し
た
。 

　

鶴
田
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
管
理
所
内
で

ダ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た
あ
と
、

実
際
に
ガ
イ
ド
の
方
と
ダ
ム
を
見
学
し

ま
し
た
。 

　

ダ
ム
の
中
に
は
点
検
用
の
ト
ン
ネ
ル

が
通
っ
て
い
て
、
実
際
に
中
に
入
っ
て

ダ
ム
の
維
持
の
た
め
の
点
検
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　

鶴
田
ダ
ム
は
、
治
水
ダ
ム
と
し
て
大

雨
を
せ
き
止
め
て
暮
ら
し
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
貯
水
し
た
水
で
水
力
発
電
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
（
金
）
に
川
内
・
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・
祁
答
院
地
域
の
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
、
川
内
原
子
力
発
電
所
夏
休
み
親
子
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　

今
回
は
、
計
１５
名
が
参
加
し
、
川
内
原
子
力
発
電
所
展
示
館
と
原
子
力
発
電
所

構
内
、
さ
ら
に
さ
つ
ま
町
に
所
在
す
る
鶴
田
ダ
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。 

川
内
原
子
力
発
電
所

川
内
原
子
力
発
電
所

夏
休
み
親
子
見
学
会

ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら

電
気
を
作
る
自
然
の
力

に
つ
い
て
学
ん
だ
よ
。

空
気
砲
の
実
験
！ 

飛
ん
で
い
く
煙
で 

風
の
力
が
見
え
た
ね
。

展
示
を
見
な
が
ら 

原
子
力
発
電
の 

し
く
み
に
つ
い
て 

勉
強
し
た
よ
。 

＆
鶴
田
ダ
ム

川
内
原
子
力
発
電
所

鶴
田
ダ
ム

子
ど
も 

● 

原
子
力
の
放
射
線
の
意
味
や
、
ど

　

こ
に
何
が
あ
る
の
か
が
、
普
段
は

　

入
れ
な
い
場
所
に
入
る
こ
と
が
で

　

き
た
の
で
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

● 

原
子
力
発
電
所
は
思
っ
て
い
た
よ

　

り
広
か
っ
た
し
、
し
っ
か
り
住
民

　

の
こ
と
も
考
え
て
い
て
す
ご
く
い

　

い
所
だ
と
思
っ
た
。

● 

発
電
所
の
中
が
す
ご
く
広
か
っ
た
。

　

ま
た
発
電
所
に
行
き
た
い
。 

保
護
者 

● 

内
容
が
子
供
に
は
難
し
い
か
な
と

　

思
っ
た
が
、
建
物
を
近
く
で
見
せ

　

て
あ
げ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。

● 

発
電
所
構
内
を
初
め
て
見
学
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
、
施
設
の
広
さ
、
重

　

要
施
設
を
厳
重
に
管
理
さ
れ
て
い

　

る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

　

し
た
。

● 

発
電
所
内
ま
で
の
見
学
は
な
か
な

　

か
で
き
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
機

　

会
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
。 

参
加
者
の
声

発
電
所
の
敷
地
は

と
っ
て
も
広
か
っ
た
よ
！ 

敷
地
に
入
る
の
に
も

警
備
が
厳
重
だ
っ
た
よ
。 

外
は
真
夏
日
で
も
ダ
ム
の

中
は
ひ
ん
や
り
し
て
て

気
持
ち
よ
か
っ
た
ね
。

鶴
田
ダ
ム
は
九
州
で
高
さ

が
１
番
高
い
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ダ
ム
な
ん
だ
っ

て
！

　本市では、夏休み
親子見学会など、原
子力発電所への見学
会への参加者を募集
しております。 
　詳しくは、本紙８
ページなど、原子力
広報「薩摩川内」各
号で募集しておりま
すので、ご確認くだ
さい。 
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市
で
は
、
原
子
力
発
電
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
川
内
原
子
力
発
電
所
を
見
学
さ
れ
る
市
民
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

　

私
た
ち
の
生
活
に
切
っ
て
も
切
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
安
全
性
の
問
題
。

身
近
で
切
実
な
問
題
を
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。 

＊
こ
の
事
業
は
、
国
か
ら
の
広
報
・
調
査
等
交
付
金
を
利
用
し
て
い
ま
す
。 

【
募
集
期
間
】＝
令
和
5
年
4
月
1
日
〜 

　
　
　
　
　
　

令
和
6
年
1
月
31
日 

【
募
集
団
体
】＝
1
団
体
10
人
以
上

　
　
　
　
　
　

40
人
以
内 

＊
参
加
者
は
、
全
員
、
市
内
に
住
所
を

　

有
す
る
方
に
限
り
、
18
歳
未
満
は
保

　

護
者
同
伴
。 

【
見
学
日
程
】＝
申
込
時
に
希
望
日
を
確

認
し
、
九
州
電
力
㈱
等
と
調
整
の
う
え

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
見
学
先
】＝
川
内
原
子
力
発
電
所
及
び 

川
内
原
子
力
発
電
所
展
示
館 

【
参
加
料
】＝
無
料 

＊
各
自
で
集
合
場
所
に
集
ま
り
、
見
学

　

先
へ
は
、
貸
し
切
り
バ
ス
を
使
用
。 

【
申
込
方
法
】＝
ペ
ー
ジ
下
部
の
原

子
力
安
全
室
ま
で
、
直
接
又
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

＊
申
込
受
付
は
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
は
除
く
）
8
時
30
分
〜
17

　

時
15
分 

【
当
日
必
要
な
も
の
】＝

大　

人
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

　
　
　
　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

　
　
　
　

運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー

　
　
　
　

ト　

の
い
ず
れ
か 

子
ど
も
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

　
　
　
　

保
険
証
の
ど
ち
ら
か 

川
内
原
子
力
発
電
所
「
団
体
」
見
学
会

参
加
団
体
募
集
中 

中越パルプ工業株式会社川内工場で生産されている環境に優しい国産竹を 10％使った紙を使用しています。

【編集・発行】 薩摩川内市 市民安全部 原子力安全室
〒89 5 - 8 6 5 0 薩摩川内市神田町3番22号
電話　0996ー2 3ー5 1 1 1 FAX　099 6ー2 5ー1 7 0 4

川内原子力発電所の運転状況は、以下に示すとおりです。
＊九州電力（株）からの提供資料を基に作成しています。川内原子力発電所運転状況等

●県内の発電電力量と消費電力量（令和5年6月分） ●使用済燃料の貯蔵状況（令和5年6月30日現在）

＊1本当たり200Lドラム缶相当 ＊貯蔵容量  約37,000本

●低レベル放射性廃棄物（固体）1・2号機合計
令和5年6月30日現在

貯　蔵　量

27,583本
貯　蔵　率

74.5％

＊基準値内であり、適切に管理されています。

●低レベル放射性廃棄物（液体）1・2号機合計（トリチウム）
令和5年4月1日～令和5年6月30日
放  出  量（トリチウム）

1.1×1014ベクレル1.2×1013ベクレル
年間放出管理基準値（参考）

（単位：億kWh）〔発電電力量内訳〕

水力 0.3火力 0.5
地熱・風力 0.2原子力 6.8

500 1,000 1,500 体

１号機
２号機

１号機
２号機

1,868体
1,356体

1,340体
使用済燃料

 貯蔵容量

1,042体
16体

再使用燃料

8体
1,356体
計

1,050体
72.6％

貯蔵量/貯蔵容量

77.4％

5 10 15 億kWh

発電電力量
消費電力量 6.6

※四捨五入の関係上数値が合わない場合があります。

　貯　　蔵　　量

●発電所の運転状況（1・2号機）

２
号
機

１
号
機

出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月

令和5年
1月 2月 3月 4月 5月 6月

　営業運転開始／昭和59年7月出力89万キロワット出力89万キロワット　営業運転開始／昭和59年7月

定期検査
（2/16～）

定期検査
（5/13～）

通常運転（令和4年7/11～）

通常運転（5/19～）

●発電電力量（1・2号機合計）令和5年6月分

＊設備利用率：発電電力量÷（認可出力×暦日時間）×100
＊定格熱出力一定運転導入（平成 14年）により、設備利用率が100％を超えることがあります。
　この「定格熱出力一定運転」とは、原子炉から発生する熱量（原子炉熱出力）を国から認めら
　れた最大値付近で一定に保って運転する方法で、海水温度に応じて電気出力は変化します。

6.8億kWh
発電電力量の合計 設備利用率

53.4％

＊目標値内であり、適切に管理されています。

●低レベル放射性廃棄物（気体）1・2号機合計
令和5年4月1日～令和5年6月30日

放　出　量

1.7×1015ベクレル1.4×109ベクレル
年間放出管理目標値（参考）

7.9

❽


